
食道もしくは肺の治療を受けられる 

患者様・ご家族様 

 

治療中、こんなことが起こる可能性があります。 

 急性放射性皮膚炎(放射線による皮膚のやけど) 

 治療開始１～２週程度から「日焼け」をしたような「皮膚が赤くなる(紅斑)」
「ピリピリとした痛み」が出てきます。また、かゆみ・皮膚の乾燥が見られる

ようになります。症状は、治療終了後２～４週ほどで少しずつ改善していきま

す。 
食道・肺の治療では、「がんが皮膚から近い場所にあること」「化学療法を一

緒に行う人が多いこと」「様々な方向から照射をする(２門照射・多門照射)こと

が多い」などの理由から、皮膚炎になるリスクが高いといわれています。 
治療中の「スキンケア」で症状を和らげたり、悪化を食い止めることができ

ます。 

 放射線宿酔 

「吐き気、食欲がなくなる、体がだるい」という「二日酔い」に似た症状が

治療開始～２・３日現れ、徐々に改善していくといわれています。 
 

                         

 
 
 



 放射線性食道炎 

食道・肺の放射線治療の副作用で、最も生活に影響する症状です。 
放射線によって食道の粘膜に炎症が起きる状態であり、治療早期から粘膜が

むくみ、その後「飲み込みにくさ(嚥下障害)」「飲み込むときの痛み(嚥下痛)」「胸

が焼けるような痛み」が起きます。症状のピークは２週以内にあり、治療終了

後１か月ほどで症状は改善するといわれています。 
日常生活に大きく影響する症状であり、予防と継続したケア必要です。 
 

                       
 

 放射線性肺臓炎 

治療終了１～６か月の間に起きる副作用(晩期有害事象)です。 
４０Ｇｙ以上の照射で必ず起きる肺障害ですが、咳・発熱・呼吸困難といっ

た自覚症状が出る割合は５～３０％と少ないです。 
しかし、時間の経過とともに肺線維症(肺の繊維が硬くなる)に移行する場合も

あり、治療終了後から長期間にわたって日常生活に影響を及ぼす症状と言われ

ています。 
 

 
 



日頃の生活にこのような工夫を！ 

 体調に合わせた生活を 

治療開始直後は、食欲が落ち、体がだるくなる人が多いです。無理に動いた

り食べたりせず、休息をとりながら、食べられるときに少しでも食べられるも

のを口にするようにしましょう。 
 

 スキンケアの方法(治療終了しても２～４週は続けてください) 

 清潔保持 
∗ 洗面・入浴・シャワーは可能ですが、ゴシゴシこする(特に体をタオルや

スポンジでこする)ことは避けましょう。水分を拭きとるときも「押さえ

拭き」をしましょう。お湯の温度はぬるま湯で、シャワーの水圧はあま

り強くしないようにしましょう。 
∗ 石鹸で洗うときには、低刺激(弱酸性)の物を使い、よく泡立てましょう。

泡を滑らすように洗いましょう。石鹸成分が残らないように丁寧に洗い

流しましょう。 
∗ 泡で出てくる洗顔料・ボディーソープは、簡単・効果的にケアができ、

お勧めです。 

                             

∗ 皮膚についている印(マーキング)が消えないようにケアをしましょう。 
∗ 下着にマークがついてしまうと、取れない可能性があります。汚れても

よい下着を身につけましょう。 
 刺激を避ける 

∗ 日焼けの予防をしましょう。 
∗ 身につける下着は、締め付けがなく、通気性の良いものを選びましょう。

女性の場合は、ブラジャーをつける前に、肌触りの良いタンクトップを

着て、その上からブラジャーをつけると刺激が少なく済みます。 
∗ 寝具は肌の刺激にならないよう、肌触りの良いものを選びましょう。 
∗ 照射している部位には、絆創膏・湿布・軟膏は使わないようにしましょ

う。必要なときは、医師に相談しましょう。                          

「ビオレＵ泡で出てくるボディーウォッシュ」は 
スーパー・ドラッグストアでも簡単に安く手に入ります! 



 刺激を避けるための工夫 

∗ 禁酒・禁煙をしましょう。特にタバコは、放射線治療の効果が弱くなってし

まいます。 
∗ 食事の工夫をしましょう。(下記参照) 
 

 
 

∗ 「食べなきゃ」と頑張りすぎず、食べられる食事を食べたいときに食べ

たい量だけ、と考えましょう。また、栄養補助食品・点滴なども状況に

合わせて検討しましょう。 
∗ 医師の指示で食道粘膜を保護するお薬や、鎮痛剤が処方になることがあ

ります。指示に従って服用を続けましょう。 
 

<ご家族様へ> 

治療の副作用で、患者様がこれまで通りの生活を送ることが難しくなること

もあり、ご家族様のサポートが必要になってくることがあります。 
私たちも協力させていただきます。よろしくお願いします。 

おすすめ!! 
 

• 水分が多くやわらかいもの、のど通りがいいもの→おかゆ、スープ、豆腐、
プリン、ヨーグルト、ゼリー 

• 栄養補助食品→上手に使ってみましょう 
• 食事の時に、いつもより水分を多めに。→飲み込みやすくなる。 

控えましょう… 
 

• 粘膜を刺激するもの→硬いもの、極端に熱い・冷たいもの、かんきつ類や
酸味の強いもの、香辛料 

• 「丸のみ」「早食い」しない→ゆっくりよく噛んで。１回に飲み込む量は
少なく。 

調理の工夫 
 

• 食材は小さく刻んで調理、裏ごししたり、よく煮込んで「噛む」「飲み
込む」の刺激を少なく。 

• 味付けは個人の好みに応じて。 



このようなときには教えてください！ 

 のどが痛くて、全く食事がとれない。 

→脱水・栄養不足になってしまいます。点滴による水分・電解質・ビタミン

剤の投与ができますので、無理せずに教えてください。 

 皮膚の赤みが強い、痛みが強い、うまくスキンケアができない。 

→症状に合わせた対処方法を一緒に考えていきます。 
場合によっては、医師の指示による薬を使用してもらうこともあります。 

 副作用が辛くて、治療を続けられるか不安だ。 

→体だけではなく、少しでも気持ちが楽な状態で治療を継続できるようにお 

話しをお伺いする時間を設けることができます。 
 

少しでも「おかしいな」「困ったな」と思うことがあったら、ご相談ください。 
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